
壬
申
戸
籍
と

守
札
(
氏
子
札
)
白

春

松

進

以
下
、
松
岡
町
に
お
け
る
氏
子
札
(
守
札
)
の
発

行
を
前
提
と
し
て
の
「
書
き
上
げ
し
と
、
そ
の
集
成

で
あ
る
「
守
札
人
別
御
達
帳
」
の
一
部
を
掲
げ
、

皆
様
方
の
御
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

吉
田
郡

松
柄岡
村

77 

九
区
九
番
組

氏
神
神
明
宮

実

父

境

屋

五

右

衛

門

丙
天
保
八
子
三
月
五
日
出
生
年
四
十
四
オ

当
主
伴
五
平

笑
天
保
十
三
丑
五
月
五
日
出
生
年
三
十
六
才

同
人
妻
い
ね

当
所
台
町
鍛
冶
屋
作
右
衛
門
娘
五
人
目
女

春
松

壬
申
戸
籍
と
{
寸
礼
(
氏
子
札

左今 右
之般 様
人大 同
別政 断
相官 之
改人 事
メ別〆年年年年年年
至守八 十十十 拾
急札人七一三七壱壱
書相 オ才オオオオ
出 i度
しシ
申ニ
者相
也成
候
間

同
人
伴
与
三
太
良

同
人
弟
七
太
郎

同
人
姉
く
に

同
人
妹
ふ
て

同
人
妹
み
な

同
人
妹
か
ね

文
政
十
一
戊
子
三
月
五
日
出
生

実
父
五
右
衛
門

当
主
境
屋
五
平

年
四
拾
四
オ

実
家
当
地
台
町
作
右
衛
門
娘
六
女

天
保
五
甲
午
十
月
晦
日
出
生

嘉
永
二
己
酉
十
月
罷
越

妻
い
ね

年
三
拾
八
才

九
十与

三
太
良

年
拾
一
口

姉
く
に

万
延
元
辛
酉
九
月
廿
四
日
出
生

嘉
永
六
発
丑
十
月
廿
四
日

氏
神神
明
宮

文
化
八
辛
未
聞
四
月
十
七
日
出
生

文
政
六
奏
未
三
月
廿
三
日
出
生

同
所
窪
村
小
玉
忠
平
姉

天
保
十
三
壬
寅
九
月
十
日
出
生

嘉
永
四
辛
亥
ノ
極
月
十
六
日
出
生

年妹年妹年
みふ
なで

吉
田
郡
d

松
岡
刑
村

第
九
区
九
番
組

茶
屋当
主
吉
三
郎

年
六
十
一
才

妻
と
み

年
四
十
九
オ

九
十

亀
三
郎

年
三
拾
オ

二
男熊
次
郎

年
廿
一
才

三
男
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一
巻
五
号
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嘉
永
八
乙
卯
九
月
三
日
出
生

安
政
六
己
未
七
月
八
日
出
生

弘
化
四
丁
未
九
月
九
日
出
生

本
保
領
森
川
村
平
重
郎
娘

明
治
三
庚
午
二
月
三
日
出
生

第
九
区
九
番
組

氏
神
神
明
宮
様

文
政
十
一
年
戊
子
十
月
廿
日
出
生

寛
政
十
年
戊
午
三
月
十
日
出
生

石
神
村
与
平
娘
三
人
目

嘉
永
七
年
甲
寅
四
月
十
二
日
出
生

亀年 四年
三十彦男十竜
郎三次 七三
萎オElII オ郎
さ

年
廿
五
オ

同
娘た
み

年
十
弐
オ

吐?
口

国

松郡
岡
tr'J 
村

二年 f半年母年市
男拾源七つ四郎
八作拾よ拾平
才四四
オオ

安
政
四
年
了
巳
五
月
五
日
出
生

万
延
元
年
庚
申
八
月
十
五
日
出
生

人
数
五
人

庄
太
良

年
拾
五
オ

三
男
長
松
年
拾
弐
才

市
良
平
よ
り

三
ヶ
村
惣
分
地

実
父
故

当
、
王
国
辺
朔
良

年
三
十
六
オ

実
家
津
田
源
一
娘
天
保
二
辛
卯
十
一
月
罷
越
実
父

ん
V
A

↓
内
H

文
化
七
庚
午
八
月
八
日
出
生

天
保
七
丙
申
九
月
十
六
日
出
生

母
し
な

年
六
十
弐
オ

実
家
坂
本
岩
雄
養
娘
安
政
三
丙
辰
十
一
月
罷
越

天
保
十
一
庚
子
十
一
月
朔
日
出
生
妻
つ
な

年
三
十
弐
才

作
源
吾

年
十
三
才

娘
て
い

年
十
一
オ

{
女
政
六
己
未
三
月
十
三
日
出
生

万
延
元
辛
酉
十
一
月
廿
五
日
出
生

〆
男
弐
人

女
三
人

第
九
区
九
番
組

吉
田
郡松
岡

氏

神

神

明

宮

柏

村

文
政
九
年
丙
成
十
月
十
日
出
生
利
平
年
四
拾
六
才

弘
化
五
年
戊
申
三
月
廿
五
日
出
生
伴
市
三
郎

年
弐
拾
四
オ

嘉
永
七
年
甲
寅
一
一
月
廿
二
日
出
生
新
作
年
拾
八
才

利
平
妻

文
政
十
年
丁
亥
四
月
十
日
出
生
み
よ

当

村

市

郎

平

娘

弐

人

目

年

四

拾

五

オ

中巾

安
政
六
年
己
未
十
一
月
廿
日
出
生
す
き
年
拾
三
才

市
三
郎
妻

安
政
弐
年
乙
卯
三
月
三
日
出
生
み
つ

勝
山
袋
田
町
菱
屋
弥
次
右
衛
門
娘
三
人
目

年
拾
七
オ
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第
九
々
九
番
組

天
保
十
辛一

牛年
七
月
十

日
出
生

天
明
四
年
甲
辰
正
月
十
四
日
出
生

二
屋
村
安
平
よ
り
来
候

文
政
五
年
壬
牛
二
月
朔
日
出
生

嘉
永
十
四
年

庚
成
二
月
廿
七
日
出
生

〆
四
人

79 

天
保
十
年
己
亥
年
九
月
五
日
出
生

年
三
十
三
オ

弘
化
四
年
丁
未
年
九
月
十
五
日
出
生

春
松

相
年重村

十郎
壬ヨ

才

同
人
ば
、

つい

年
八
十
八
オ

年同年同
廿弥人五〈人
壱吉舎十円母
オ弟オ〕

浅
与
衛
門

壬
申
戸
籍
と
{
寸
礼
(
氏
子
札

年
廿
五
オ

嘉
永
三
年
庚
成
年
極
月
三
日
出
生

年
廿
二
才

嘉
永
六
年
笑
丑
年
八
月
十
八
日
出
生

年
十
九
オ

慶
応
三
年
丙
寅
年
四
月
十
二
日
出
生

年
六
オ

文
久
二
年
壬
成
年
霜
月
十
四
日
出
生

年
十
才

天
保
十
年
己
亥
年
三
月
廿
二
日
出
生

年
三
十
三
オ

但
し
此
者
嘉
蔵
の
家
内

出
生
三
国
在
竹
松
村

近
藤
久
右
衛
門
娘

第
九
区
九
番
組

吉
田
郡

氏
神
神
明
{
呂
様

弘
化
四
年
丁
未
十
二
月
廿
六
日
出
生

文
化
十
三
年
丙
子
九
月
十
五
日
出
生

当
所
台
町
浅
吉
娘
弐
人
目

嘉
蔵

お
つ
る

房
士
口

亀
士
口

お
し
も

お
つ
る

松
明岡
村

長
次
郎

年
弐
拾
五
才

母
ち
の

年
五
拾
六
才

嘉
永
四
年
辛
亥
正
月
三
日
出
生

安
政
四
年
丁
巳
五
月
十
三
日
出
生

弘
化
二
年
乙
巳
七
月
十
七
日
出
生

一
伴
政
吉

一
多
士
口

一
母
い
と

一
弟
長
太
郎

一
松
蔵

一
件
松
吉

一
伴
竹
松

一
一
娘
ぎ
の

一
娘
た
つ

年
三
歳

年
二
十
弐
歳

年
四
十
九
歳

年
十
七
歳

年
四
十
八
歳

年
十
八
歳

年
七
歳

年
十
弐
オ

年
五
オ

天
保
十
年
亥
十
一
月
廿
七
日

一
年
三
拾
三
オ

天
保
十
四
年
卯
三
月
十
二
日

藤
巻
村
惣
兵
衛

弟
初
吉

年
弐
拾
壱
オ

喜
太
郎

年
拾
五
オ

わ
き
年
廿
七
才

お
や
与
兵
衛

市
十
郎
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年

弐

拾

九

オ

家

内

成
十
一
月
七
日

年

拾

オ

伴
丑
十
月
廿
九
日

品
川
木
士
口

お
し
ま

一

七

才

明
次
元
辰
と
し
十
月
十
二
日

四
オ

々
つ
、
っ

ヰ
ィ
ー
ν

l

A

，
A

辰
巳

第
九
区
九
番
組

吉
田
郡
松
岡
柄
村

八
幡
宮

覚

明
治
元
戊
辰
年
九
月
十
六
日
病
死

父

三

拾

九

オ

重

平

此
人
五
所
加
口
五
郎
平
方
よ
り
参
り

天
保
三
壬
辰
年
三
月
朔
日
出
生

母

四

拾

才

た

つ

此
人
同
所
本
町
桶
屋
三
郎
右
衛
門
方
よ
り
参
り

氏
神
春
日
大
明
神

安
政
二
乙
卯
年
三
月
朔
日
出
生

娘

拾

七

才

、

っ

た

万
延
元
庚
申
年
十
月
廿
六
日
出
生

氏
神

伴

拾

二

才

藤

士

口

慶
応
二
丙
寅
年
十
月
六
日
出
生

娘

六

才

い

口

守
入札

別田
中

士口と
御寿

九回 良
番郡 達組
組第 下
相九
村区 中長

実
父
あ
ぶ
ら
屋
茂
右
衛
門
故

天
保
十
三
壬
寅
八
月
廿
八
日
出
生
当
主
茂
三
郎

但
し
此
者
東
京
表
へ
持
奉
公
仕
居
候
年
三
十
才

人
形
町
通
り
住
吉
町
十
番
地
幸
屋
成
造
本
名
松
尾

茂
三
良

実
家
当
地
窪
神
谷
仙
太
郎
娘
天
保
七
丙
申
二
月

罷
越
実
父
故

文
政
三
辛
巳
十
一
月
十
八
日
出
生
母
し
な

四

辰

年

五

十

一

才

実
家
当
地
御
徒
士
町
福
嶋
屋
高
平
娘
元
治
二
乙
丑

正
月
寵
越
実
父
故

天
保
十
二
辛
丑
八
月
三
日
出
生

妻
い
わ

弘
化
三
丙
午
三
月
十
六
日
出
生

年
三
十
一
オ

弟
松
士
口

年
廿
六
オ

伴
八
六
郎

年
四
才

二
男
一一工ハ
年
弐
オ

娘
り
き

年
七
才

家
来
彦
三
郎

(
以
下
略
)

明
治
元
戊
辰
正
月
廿
五
日
出
生

明
治
三
庚
午
十
一
月
二
日
出
生

慶
応
元
乙
丑
十
二
月
廿
三
日
出
生

天
保
七
丙
申
五
月
十
五
日
出
生

現
存
す
る
氏
子
札

そ
の
後
、
氏
子
札
の
存
在
を
色
々
な
方
か
ら
知
ら

さ
れ
た
り
、
参
考
図
書
の
中
に
そ
の
存
，
在
を
示
す
写

真
等
の
掲
載
の
ご
教
示
を
受
け
た
り
し
た
。

当
町
に
お
い
て
も
、
そ
の
後
三
枚
の
氏
子
札
が
発

見
さ
れ
た
。

丸
木
屋
勘
三
郎
一
家
の
三
枚
で
あ
る
。
交
付
神
社

お
よ
び
発
行
年
月
日
は
前
掲
通
り
で
あ
る
。

当
福
井
県
に
お
い
て
、

J
麻
生
津
村
誌
」
に
氏
子
札
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の
記
載
が
あ
る
。

石
川
県
鶴
来
町
立
博
物
館
に
一
家
全
員
七
名
の
氏

子
札
が
展
示
さ
れ
て
あ
る
。

「
国
史
大
辞
典
第
二
巻
」
「
神
道
大
辞
典
第
一
巻
」

な
ど
に
も
、
氏
子
札
の
写
真
の
掲
載
が
あ
る
。

神

社

名

国

名

・

住

居

人

名

松
岡
柴
神
社
越
前
回
猪
谷
村
伝
与
門

松

岡

柴

神

社

越

前

国

丸

木

屋

勘

三

郎

金

剣

社

加

賀

田

鶴

来

村

武

与

右

衛

門

福

井

足

羽

神

社

白

崎

た

の

長

峯

社

伊

勢

国

鈴

木

と

ら

武
蔵
国
入
間
郡
脇
田
村
八
幡
神
社
松
本
多
十
郎

枚

数

発

行

年

月

日

所

蔵

者

名

明

治

四

辛

未

年

十

二

月

畑

導

明
治
四
辛
未
年
十
二
月
高
沢
弘
典

明

治

六

年

二

月

鶴

来

博

物

館

明

治

六

発

酉

年

一

月

増

永

達

右

衛

門

明

治

五

壬

申

年

五

月

神

道

大

辞

典

明
治
四
辛
未
十
二
月
期
日
国
史
大
辞
典

2 3 7 2 

81 

以
上
か
ら
で
も
分
か
る
通
り
、
当
町
に
お
け
る
氏

子
札
は
、
全
国
で
も
比
較
的
早
期
に
発
行
さ
れ
た
こ

と
が
確
実
で
あ
り
、
且
つ
「
童
日
上
・
御
達
帳
・
氏
子

春
松

壬
申
戸
籍
と
守
札
(
氏
子
札
)
口

札
」
の
三
点
が
残
存
し
て
い
る
町
村
は
、

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

松
岡
町
柴
神
社
氏
子
札
(
畑

導
家
所
蔵
)

表

松
岡
柴
神
社
氏
子

文
化
九
壬
申
年
七
月
十
九
日
出
生

越
前
国
平
助
女
猪
谷
村
た

よ

表

越
前
回
猪
谷
村
吉
兵
衛
男

伝
与
門

松
岡
柴
神
社
氏
子

弘
化
二
乙
巳
年
正
月
六
日
出
生

-
旦
京

明
治
四
辛
末
年
十
二
月
豊
嶋
俊
十
郎
(
印

松
岡
町
柴
神
社
氏
子
札
(
高
沢
弘
典
家
所
蔵 珍

し
い
の

表

松
岡
柴
神
社
氏
子

越
前
回

松
与
門
男

丸
木
屋
勘
三
郎

嘉
永
五
壬
子
年
十
二
月
十
三
日
出
生

裏
面
は
畑
家
所
蔵
の
も
の
と
同
じ

加
賀
金
銅
杜
氏
子
札

表

松
岡
柴
神
社
氏
子

越
前
回

勘
三
郎
女

丸
木
屋
い
か

{
女
政
五
戊
午
年
十
二
月
廿
三
日
出
生

表

松
岡
柴
神
社
氏
子

越
前
国

六
平
女

丸
木
屋
ち
ゑ

文
政
四
辛
巳
年
六
月
廿
日
出
生

表

生
国
加
賀
鶴
来
村
居
住
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鶴
1 金来
: @D村
i社
:氏
子

文
政
二
年

三
十
一
巻
五
号

父
能
美
屋
兵
次
郎
女

レ
ι

/

¥

出
生

天 鶴
保 金来一一i

四 @IJ村
年 社:生
氏:国
子 l 加

賀

父
鶴来

武与
右 村
与衛 居

出 右門 住
生 衛男

F~ 

表表

弘
化
三
年 生

国
加
賀
鶴
来
村
居
住

邑
巧
」
、
↓

1

#
匹
寸
河
本
h

金
剣
杜
氏
子

父
武

与
右
衛
門
女

ち

ゑ
出
生

生
国
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明
治
六
年
二
月

嗣洞
掌官

宇
野
親
孝
⑮

立
田
耕
三
⑮

門
外
漢
の
小
さ
な
疑
問
が
、
次
々
と
自
分
な
り
の

発
見
を
生
ん
で
い
っ
た
。
歴
史
に
も
弱
く
、
古
文
書

も
よ
く
読
め
な
い
私
に
と
っ
て
、
氏
子
札
の
存
在
に

つ
い
て
は
、
豊
島
稜
威
雄
氏
と
、
河
端
五
平
氏
、
杉

本
寿
氏
、
各
種
の
史
料
の
ご
教
示
は
天
野
俊
也
氏
、

古
文
書
の
解
説
に
は
河
合
武
雄
氏
を
煩
わ
し
た
。
鶴

来
町
立
博
物
館
に
は
貴
重
な
展
示
物
の
コ
ピ
ー
を
戴

き
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
こ
の
小
文
の
完
成
を
見
た
。

拙
文
を
終
わ
る
に
当
た
り
、
諸
氏
へ
の
感
謝
の
言
葉

に
替
え
た
い
。

(
書
き
上
げ
及
び
人
別
御
達
帳
は
堺
五
文
書
〔
末
、
永

捨
録
氏
所
蔵
〕
で
あ
り
、
氏
子
札
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
、
福
井
市
小
林
健
寿
郎
氏
所
蔵
〔
三
国
町
春
日

神
社
発
行
〕
が
発
見
さ
れ
た
。
)
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